
　

地域包括支援センター ℡86-0112

【申し込み・問い合わせ】　健康福祉課地域包括支援センター係　☎ 86-0112

　65 歳以上の方で、25 項目（生活・運動・栄養・口腔・閉じ
こもり等）の基本チェックリストに該当し、介護予防のために
利用が必要であると認められる方が申し込みできます。（すで
に介護サービスを利用している方は除きます。）
　地域包括支援センターで自立支援の計画を作成し、その計画
に基づき利用していただきます。

 

◆会場：白鷹町老人福祉センター
　（荒砥地区コミュニティセンター隣り）

◆利用：月曜日から金曜日までの週１回程度

◆内容：送迎、健康チェック、昼食、レクリエーシ
　ョンの他、運動器機能向上、栄養改善、口腔ケア、
　閉じこもり予防など。

◆時間：午前 10時～午後３時まで

◆利用料：１日あたり７００円

　健康増進法の改正により、公共施設や多数の者が利用する施設などでの原則屋内禁煙が義務化され、２０２０
年４月１日より全面施行されます。山形県では２０１８年 12 月に「山形県受動喫煙防止条例」が制定され、望
まない受動喫煙の防止に努めることは県民の責務となっております。また、白鷹町でも、２０１５年 11 月に「白
鷹町受動喫煙防止宣言」を行い、町全体で受動喫煙防止に取り組んでいます。

あなたの大切な人を受動喫煙から守りましょう

　受動喫煙とは、自分の意志に関係な
く、誰かが吸ったたばこの煙にさらさ

れることです。たばこの先から出る煙

（副流煙）にはニコチンなどの有害物

質が多く含まれており、健康に大きな

影響があります。家庭内にたばこを吸

う人がいる場合、同居している方が脳

血管疾患や心臓病、がんになる危険が

大きくなります。また、子どもや妊産

婦への影響も大きく、早産や低出生体

重児の出産、乳幼児突然死症候群のリ

スクが増加します。

【問い合わせ】　健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

ここにはたくさんの仲間がいます。
一緒に過ごしてみませんか？
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赤ずももの
商品開発に挑戦！

地域おこし協力隊

須藤　充司
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